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そ
の
昔
、
徳
川
幕
府
の
創
設
者
で
あ
る

徳
川
家
康
は
、
三
河
か
ら
江
戸
に
国
替
え

す
る
際
に
多
く
の
神
社
仏
閣
に
寄
進
を
行

い
、
そ
し
て
祭
祀
を
支
援
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
幕
府
が
開
か
れ
る
の
で
す
が
、
中

で
も
日
枝
神
社
の
山
王
祭
、
神
田
明
神
の

神
田
祭
は
、
そ
の
豪
華
さ
等
か
ら
行
列
が

江
戸
城
内
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
、
徳

川
将
軍
家
の
上
覧
を
受
け
た
こ
と
か
ら
天

下
祭
と
呼
ば
れ
江
戸
の
人
々
を
魅
了
し
ま

し
た
。
江
戸
城
下
の
町
内
か
ら
、
神
話
や

歴
史
上
の
人
物
を
モ
デ
ル
に
し
た
人
形
な

ど
を
取
り
付
け
た
山
車
の
他
、
屋
台
、
造

物
や
お
囃
子
、
踊
り
な
ど
が
練
り
歩
き
、

神
田
祭
で
は
３６
台
、
山
王
祭
で
は
４５
台
が

江
戸
城
下
を
順
行
し
、
常
に
そ
の
趣
向
が

江
戸
で
は
話
題
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
明
治
２２
年
に
憲
法
発
布
を
記

念
し
て
山
車
１００
台
が
皇
居
前
に
集
結
し
た

の
を
最
後
に
、
市
電
の
架
線
が
張
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
背
の
高
い
山
車
の
曳
き
回

し
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
や
金
銭
的
な
問

題
な
ど
様
々
な
理
由
に
よ
り
順
行
が
行
わ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
順
行
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
、
幾
つ
か
の
山
車
は
地
元
に
残
り
、
そ

の
他
は
焼
失
し
た
り
、
地
方
へ
売
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
。
地
方
に
売
ら
れ
て
い
っ
た

山
車
は
、
江
戸
型
の
形
式
を
踏
ま
え
つ
つ

も
独
自
の
発
展
を
し
、
江
戸
の
最
新
の
文

化
と
伝
統
を
凝
縮
し
た
ス
タ
イ
ル
は
近
隣

各
地
に
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

時
代
は
流
れ
、
平
成
１５
年
、
江
戸
開
府

４００
年
を
記
念
し
て
江
戸
天
下
祭
と
し
て
復

活
を
と
げ
ま
し
た
。
今
回
の
江
戸
天
下
祭

は
、
朝
鮮
通
信
使
訪
日
４００
年
を
記
念
し
た

朝
鮮
通
信
使
行
列
や
山
車
・
神
輿
の
宵
宮

順
行
、
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど

華
や
か
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
比
谷
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
９

月
２９
日
（土）
〜
３０
日
（日）
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
「
江
戸
天

下
祭
」
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

徳
川
将
軍
家
へ
上
覧

都
市
化
が
影
響

江
戸
天
下
祭
と
し
て
復
活

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
が
運
営
す
る

千
代
田
区
の
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
）「
ち
よ
っ
ピ
ー
」
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
会
員
同
士
が
情
報

共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
安

心
し
て
行
う
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
日
記
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ォ

ト
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
機
能
を
備
え
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

多
く
の
一
般
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
、
入
会
に
際
し
て
既
存
会
員

か
ら
の
招
待
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、「
ち
よ
っ
ピ
ー
」
で
は
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
携
帯
や
フ

リ
ー
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
不

可
）
を
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
会
員
か
ら
の
招
待
が
無
く

て
も
、
自
由
に
入
会
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

未
入
会
の
方
で
も
、
ち

よ
っ
ピ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
い
た
だ
く

と
、『
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
区
役
所
）』
や
『
運
営
者
か

ら
の
お
知
ら
せ
（
ま
ち
み
ら

い
千
代
田
）』
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
会
員
同
士

が
利
用
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
に
つ
い
て
も
、
一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

ど
な
た
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

現
在
、
会
員
数
も
２
千
名
を
超
え
、

地
域
の
情
報
や
趣
味
の
活
動
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
流
の
場
と
し
て

盛
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、「
ち
よ
っ
ピ

ー
」
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sn
s.m

m
-

chiyoda.jp

地地
域域
ＳＳ
ＮＮ
ＳＳ
「「
ちち
よよ
っっ
ピピ
ーー
」」
会会
員員
募募
集集
中中

登
録
数
２
千
人
、
お
仲
間
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
に
。

粋
に
生
き
意
気
で
売
っ
て
い
る

「
神
田
ふ
れ
あ
い
通
り
商
店
会
」

で
は
、
商
店
会
創
立
１５
周
年
の
感

謝
を
込
め
て
「
ふ
れ
あ
い
感
謝
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

神
田
ふ
れ
あ
い
市
場
の
開
店
３

周
年
記
念
セ
ー
ル
で
は
、
期
間
中
、

新
鮮
野
菜
の
特
売
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
商
店
会
加
盟
店
で
買

い
物
を
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
や
商
店
会

お
買
い
物
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選

会
も
実
施
。

８
月
２７
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
大
江
戸
浮
世
節
等

を
行
う
予
定
で
す
。

場
所

神
田
ふ
れ
あ
い
通
り
商
店

街
（
Ｊ
Ｒ
神
田
駅
そ
ば
）

期
間

８
月
27
日
（月）
〜
８
月
31
日

（金）
問
合
せ

神
田
ふ
れ
あ
い
通
り
商

店
会
1
３
２
５
４
―
１
９
６
９

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
賑
わ
い
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
と
し
て
、

区
が
一
部
補
助
を
し
て
い
ま

す
。
商
店
街
の
支
援
事
業
制
度

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
み
ら
い
千

代
田
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

豪
華
賞
品
を
当
て
よ
う

九
段
４

丁
目
町
会

は
近
隣
の

各
町
会
や

地
元
企
業

の
協
賛
に

よ
り
、「
え

ん
に
ち
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

都
心
に
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
、
暖
か
み
の
あ
る
ま
ち
を

感
じ
て
も
ら
い
、
地
域
住
民
と
触

れ
合
う
行
事
と
し
て
、
毎
年
好
評

で
す
。
当
日
は
景
品
が
当
た
る
ゲ

ー
ム
や
屋
台
な
ど
が
出
店
し
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
８
日
（土）
午
後
２
時
〜

４
時
３０
分

場
所

九
段
小
学
校
校
庭
（
三
番

町
１６
）

入
場
料

当
日
１
千
２００
円
、
前
売

り
千
円

前
売
り
券

杉
本
豆
腐
店
、
十
番
、

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
う
ち
の
（
８

月
２９
日
〜
９
月
７
日
）

問
合
せ

え
ん
に
ち
広
場
実
行
委

員
会
・
久
保
寺

1
３
２
６
１
―
４
３
９
１
　

第
３８
回
九
段
四
丁
目

「
え
ん
に
ち
広
場
」開
催

「
江
戸
の
華
」
の
伝
統
を
再
現

今
と
昔

「ちょっピー」トップ画面

第２７回「つまごい祭り」が７月２８日（土）と２９日（日）の２日間、開催されま

した。

嬬恋村は群馬県の北西部、吾妻郡の西端一帯に位置し、白根・

四阿・湯ノ丸・浅間山など２，０００メートル級の山々の山麓に広がる自

然に恵まれた高原の村で、キャベツの産地としても有名です。嬬恋

村は、千代田区と昭和６３年１０月に姉妹提携をし、スポーツや自然体

験の交流など様々な交流を行っています。

熊川村長の開会挨拶でスタートし、大道芸や郷土の太鼓演奏、コ

ンサートなどが繰り広げられました。クライマックスの花火大会は午

後７時半から始まり、約２，０００発の花火が打ち上げられ、それぞれ

趣向をこらした花火に、観衆から掛け声が上がり、祭りは最高の盛

り上がりをみせました。

まちみらい千代田と区が協賛し

た花火は、嬬恋村の地名にちなん

で「愛しきああ我が妻よ」という名

で夜空を鮮やかに彩り、観衆の大

きな喝采をあびました。

※
山
車
・
神
輿
順
行
は
、
９
月
２９
日
（土）

午
後
４
時
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。平成17年10月に行われた順行

「ちょっピー」コミュニティ画面

～つまごい祭りに協賛～
嬬恋村で夜空を彩る



管
理
業
者
に
対
す
る
苦
情
を
処

理
し
て
く
れ
る
機
関
と
し
て
、
社

団
法
人

高
層
住
宅
管
理
業
協
会

が
あ
り
ま
す
。

高
層
住
宅
管
理
業
協
会
は
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
告
示
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
法
人
で

す
。
管
理
組
合
等
か
ら
、
管
理
業

者
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い

て
解
決
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
相
談
に
応
じ
、
申
し
出

人
に
必
要
な
助
言
を
し
、
そ
の
苦

情
に
係
る
事
情
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
管
理
業
者
に
通
知
し

て
そ
の
迅
速
な
処
理
を
求
め
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正

化
推
進
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
、
※
財

団
法
人

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン

タ
ー
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
に

関
す
る
苦
情
処
理
の
た
め
に
必
要

な
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
「
財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
国
土
交
通

大
臣
が
管
理
組
合
に
よ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
の
適
正
化
推
進
に

寄
与
す
る
た
め
に
、
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
推
進
セ
ン
タ
ー

と
し
て
指
定
し
た
財
団
法
人
で

す
。

社
団
法
人
高
層
住
宅
管
理
業
協
会
　

1
３
５
０
０
―
２
７
２
１

http://w
w
w
.kanrikyo.or.jp/

※
次
回
は
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
に
つ
い
て
①
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
者
に
対
す
る

苦
情
に
つ
い
て
」

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

Ｖｏ
　
７
ｌ.
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■
財
源
は
賛
助
金

近
年
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
大
幅
な

歳
出
削
減
や
補
助
金
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

の
協
業
事
業
に
お
い
て
も
そ
の
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

千
代
田
区
内
に
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
企
業
や
そ
こ
で
働
く
人
々

が
大
勢
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

千
代
田
区
の
地
域
活
性
を
図
っ
て
い
く
た

め
の
「
賛
助
金
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

現
在
、
法
人
６５
社
・
個
人
６４
人
の
方
々
に

賛
助
会
員
と
し
て
、
千
代
田
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加

千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
で
は
、

千
代
田
区
の
ま
ち
が
元
気
に
な
る
よ
う
な

活
動
で
あ
れ
ば
、
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。こ

れ
ま
で
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
参
加
者
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
、
外
国
人
ま
で
と
、
非
常
に
幅

広
い
方
々
が
活
動
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
多
様
な
人
材
が
豊
富
に
い
る
こ

と
が
、
千
代
田
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

と
っ
て
の
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自自主主的的なな市市民民活活動動、、延延べべ113366件件をを支支援援　　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「
チ
ビ
ズ（http://chibiz.

jp/

）」
で
は
先
日
よ
り
不
具
合
が

発
生
し
て
お
り
、
ご
利
用
者
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。

安
定
的
な
サ
イ
ト
運
営
を
図
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、

９
月
３
日
（月）
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
で

稼
働
を
開
始
し
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
あ
わ
せ

て
、

・
チ
ビ
ズ
は
「
千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
特
化
し
て

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
「
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ン
ダ
ー
」
お

よ
び
「
チ
ビ
ズ
通
信
」
は
、
地

域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
千
代
田

day ,s(http://w
w
w
.chiyoda-

days.jp/

」
に
移
管
し
ま
す
。

今
後
と
も
区
内
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ

と
受
注
拡
大
・
集
客
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
再
稼
働

い
た
し
ま
す
チ
ビ
ズ
を
ぜ
ひ
ご
利

用
い
た
だ
き
、
貴
社
の
Ｐ
Ｒ
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「C

hibiz

チ

ビ

ズ

」

９
月
３
日

よ
り
再
稼
働

（月）

「千代田まちづくりサポート」の紹介

昼
間
と
夜
間
の
人
口
格
差
が
大
き
い
千
代
田
区
。
東
京
都
心
部
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
そ
う
し
た
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

必
要
で
す
。
千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
市
民
の
自
発
的
で
多

様
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
、
千
代
田
区
の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
他
都
市
の
市
民
活
動

助
成
と
は
違
う
、
千
代
田
な
ら
で
は
の
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
で
は
、

助
成
の
審
査
を
公
開
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
審
査
会
で
は
、
申
請
さ
れ
た
内
容
を

発
表
し
、
審
査
委
員
と
の
質
疑
や
助
成
金

の
決
定
ま
で
を
参
加
者
に
公
開
し
た
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
各
団
体
間
の
情
報
交
換
や

活
動
の
相
互
協
力
な
ど
、
新
し
い
繋
が
り

を
生
ん
で
い
ま
す
。
千
代
田
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
の
源
泉
は
「
人
」
で
す
。
ま
ち

の
人
の
繋
が
り
が
、
千
代
田
の
ま
ち
を
元

気
に
し
て
い
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
次
は
秋
の
発
表
会

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
皆
さ

ん
に
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
年
２
回
、
活
動
発
表
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
次
回
は
、
１１
月
中
旬
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。（
発
表
会
の
詳
細
は
10
月
２０
日
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）

都
心
区
の
特
色
を
活
か
す

皇
居
・
江
戸
城
が
ま
る
ご
と

分
か
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

（
先
着
２０
名
）

と
き

９
月
９
日
（日）
午
後
２
時

〜
４
時

場
所

富
士
見
区
民
館
２
階
Ａ

会
議
室

講
師

渡
辺
功
一
氏（
郷
土
史
家
）

費
用

一
人
千
円

申
込
み
・
問
合
せ

サ
ロ
ン
ｆ
ｏ
ｒ

ｙ
ｏｕ
代
表
・
中
村

1
０
９
０
―
７
７
０
１
―
６
３
９
３

foryou@
view
.ocn.ne.jp

ま
ち
サ
ポ
助
成
団
体
活
動

「
千
代
田
区
皇
居
歴
史
巡
り
講
座
」

高
齢
者
と
若
者
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。（
先
着
１０
名
・
要
電
話
予
約
）

と
き

９
月
１８
日
（火）
午
後
７
時
〜

（
午
後
６
時
３０
分
開
場
）

場
所

L
ive
G
arage

秋
田
犬

（
岩
本
町
３
―
７
―
１１
神
田
Ｋ
Ｓ

ビ
ル
Ｂ
１
）

申
込
み
・
問
合
せ

９
月
１４
日
（金）

ま
で
に
九
段
下
太
極
拳
グ
ル
ー

プ
金
子
ま
で
。

1
３
２
６
１
―
１
９
７
３
　

朗
読
ラ
イ
ブ

「
１
０
０
万
回
生
き
た
ネ
コ
」

今年度の公開審査会
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